
本部お知らせ(公募) 
 

鋼構造委員会｢木橋の高度化技術研究小委員会｣委員の公募 

 

土木学会鋼構造委員会では以下の研究小委員会を設置致します。この小委員会の活動に参加いた

だける方を公募します。小委員会の目的及び活動内容は以下の通りです。 

 

●委員会名称 

 木橋の高度化技術研究小委員会 

 委員長：平沢秀之(函館工業高等専門学校) 

 幹事長：渡辺浩(熊本大学) 

 

●背景と目的 

 我が国における木橋技術に関する学術研究組織として、土木学会に｢木橋技術小委員会｣が平成

10年に設置され、第1期(平成10年～13年)及び第2期(平成14年～17年)に亘り調査研究、情報整備

を行ってきました。その成果として講習会を2回、シンポジウムを4回開催しました。また土木学

会全国大会では研究討論会を開催し、更に｢木橋・木質構造｣のセッションを設けました。昨年発

刊した｢木橋技術の手引き2005｣は、木橋の設計に初めて性能照査型設計を採用した他、施工に関

する技術的留意点や木材の劣化、点検、保守及び耐久性向上策等の保全技術がまとめられていま

す。 

 しかしながら、木橋の技術開発とその情報整備は未だ途上の段階であり、更なる早急な、設計

法や施工・保全に関する技術開発と情報整備が必要です。そこで本小委員会では木橋の普及発展

のために、設計法の合理化・高度化を図ること、製作・施工・保全事例を収集し、木橋建設に関

係する土木、建築、木質材料、生物、化学等多岐に亘る技術情報を整備し公開することを目的と

して活動します。我が国より40年以上も前から集成材木橋の建設が始まった欧米主要国と同じ土

俵の上で木橋の設計論が展開でき、日本独特の気候風土に適した維持管理手法の開発を目指しま

す。 

 

●活動内容 

・年1回の木橋技術に関するシンポジウムを継続して主催する。 

・木質構造の設計や施工・保全について詳しく解説できる講師を招き、講習会を開く。 

・限界状態設計法における荷重の取り扱いについて検討を行う。 

・限界状態の一つとして修復限界状態を考慮し、どのような形で設計に取り入れるか検討を行う。 

・木質材料の製作技術、木橋の施工・保全に関する情報整備を行う。 

 

●活動期間 

 2006年4月頃から3年間を予定。小委員会の開催は2ヶ月に1回程度。 

 

●応募方法 

 本小委員会に参加を希望される方は、(1)氏名、(2)年齢、(3)所属・役職、(4)連絡先(住所、

電話番号、FAX番号、E-mailアドレス)、(5)応募理由、(6)現在の研究・業務の概要をA4用紙1枚

程度に記入(書式自由)し、2006年3月31日までに下記連絡先へE-mail又はFAXでお申し込み下さい。

なお、委員の選任に当たっては、応募理由を考慮させていただき、委員構成割合を勘案します。

場合によってはご参加いただけないこともありますので、あらかじめご了承下さい。 

 

●連絡先 

    渡辺浩  860-8555 熊本市黒髪2-39-1 

         熊本大学工学部 環境システム工学科 土木環境工学教室 

               E-mail：mag@kumamoto-u.ac.jp 

         TEL:096-342-3579  FAX:096-342-3507 
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